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地域住民が主体となった市民自治の取り組み

『湘南地区まちぢから協議会』(後編)
～くらしの足を地域で支える 湘南地区「おでかけワゴン」事業～

神奈川県 茅ケ崎市総務部市民自治推進課

．　
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
概
要

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
、
地
域
の
様
々
な
情
報
を

共
有
し
た
り
、
課
題
を
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
「
ま
ち
」
の

「
ち
か
ら
」
を
発
揮
し
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
地
域
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
る
住
民
自
治
の
取
り
組
み
で
す
。

平
成
２４
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
か
ら
進
め
て
き
た
取

り
組
み
の
結
果
、
市
内
の
１３
の
区
域
の
う
ち
、
１２
地

区
で
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
公
益

の
増
進
に
資
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
特
徴
と
し
て
は
、
地

区
内

の
全
自
治
会
を
中
心
に
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど
の
各
種

団
体
が
参
画
し
、
さ
ら
に
個
人
が
部
会
活
動
や
公
募

委
員
と
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地

域
の
誰
も
が
当
事
者
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
の
条
例
に
定
め
ら
れ
た
要
件
に
合
致

し
た
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
に
対
し
、
市
長
が
認

定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
職
員
が
地
域
担
当
職
員

と
し
て
助
言
、
情
報
の
提
供
を
行
い
、
助
成
金
の
交

付
や
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
公
益
を
増
進
す
る
た

め
の
活
動
に
資
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。市

内
１２
地
区
で
設
立
さ
れ
て
い
る
地
区
ま
ち
ぢ
か

ら
協
議
会
の
う
ち
、
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

は
、
地
域
が
主
体
と
な

っ
て
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

企
業

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携
し
て
地
域
課
題
を
解

決
す
る
手
法
を
見
出
し
、
先
進
的
な
事
業
実
施
を

行

っ
て
い
ま
す
３

こ
の
こ
と
か
ら
、
一矛
ヶ
崎
市
の
取
り
組
み
の
代
表

事
例
と
し
て
、
全
国
の
地
域
活
動
実
務
者
の
皆
様

ヘ

こ
の
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
く
、後
編
で
は
様
々

な
事
業
や
取
り
組
み
の
う
ち
、
く
ら
し
の
足
を
地
域

で
支
え
る

「お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
事
業
に
ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
、
取

り
組

み
概

要
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

湘
南

地

区

は
、
市
内

の

最

南

西

部

に

位

置

し
、
海

や
豊

か
な
自
然

環
境

が
残

さ
れ
た

「
湘

南

」
と

い
う
名

に
ふ
さ

わ

し

い
イ

メ
ー
ジ

の
地

区

で
す
。　
一
方

で
、

こ

の
湘
南
地
区
は
、
現
在
、

市
内

の
中

で
最
も
ダ

イ

ナ

ミ

ッ
ク

に
街
並

み
が

変
容

し

て

い
る
地
域

で

も
あ

り
、
圏
央
道

の
イ

ン
タ
ー
開

設
、
柳
島

ス

ポ

ー

ツ
公

園

の
開

園
、

浜

見
平

団
地

の
建
替
え

や

商

業

施

設

で

あ

る

ω
卿
＞
Ｚ
Ｏ
〓

一矛

ヶ
崎
り
の

お
。
'
ヽ

おでかけワゴンのイラスト
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建
設
、
そ
し
て
、
２
０
２
５
年
７
月
に
は
、
道
の
駅

が
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
と
な

っ
て
い
る
な
ど
、
市
内

南
西
部
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

の
構
成
と
し
て

は
、
八
つ
の
自
治
会
と
各
種
団
体
、
団
体
の
Ｏ
Ｂ
な

ど
の
推
薦
委
員
、
公
募
委
員
の
２１
名
に
よ

っ
て
、
毎

月
１
回
の
役
員
会
、
運
営
委
員
会
の
ほ
か
六
つ
の
部

会
活
動
な
ど
に
よ
り
、
課
題
を
共
有
し
、
様
々
な
視

点
か
ら
事
業
の
展
開
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

取
組

の
背

景
～
な

ぜ

「お

で
か

け

ワ
ゴ

ン
」

が

必

要

な

の
か
つ
・　

　

　

　

　

　

　

・

長
年
、
当
地
区
の
課
題
で
も
あ

っ
た
中
島
地
域
を

中
心
と
し
た
公
共
交
通
空
自
地
問
題

（バ
ス
路
線
）

に
つ
い
て
、
過
去
、
数
年
に
わ
た
り
、
行
政
を
交
え

公
共
交
通
機
関
と
も
調
整
を
し
ま
し
た
が
、
課
題
が

多
く
実
現
化
は
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
力
で
解
決
す
る
方

法
を
見
出
し
、
市
民
が
主
体
と
な

っ
た
市
民
自
治
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
の
課

題
解
決
と
交
通
弱
者
な
ど
の
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

と
ら
え
た

「
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
事
業
に
つ
い
て
、

市
内
で
初
め
て
の
試
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

湘
南
地
区
で
は
、
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ

ス
の
通

っ
て
い
る
エ
リ
ア
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

普
段
の
買
い
物
や
病
院

へ
の
通
院
な
ど
で
困

っ
て
い

る
住
民
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ま
た
、
茅
ヶ
崎
市
に
限
ら
ず
少
子
高
齢
化
の
加
速
、

核
家
族
世
帯
の
増
加
に
加
え
、
高
齢
化
に
伴
う
運
転

免
許
の
返
納
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
車
の
運
転
や
自

転
車
移
動
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
地
域
住

民
の
不
安
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
に
よ
る
交
通
整
備
を

望
む
声
も
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
採
算
性
や
財
政
状

況
に
よ

っ
て
、
導
入
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
す

ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま

す
ｃそ

こ
で
、
「自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
よ
う
」
と
、
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が
中

心
と
な

っ
て
、
企
業

・
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
乗
用
車
を
使

っ
た
自
主
運
行
の

仕
組
み
を
構
築
し
、
「
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。

「お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
の
事
業
概
要

お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
と
は
、
湘
南
地
区
内
の
高
齢
者
・

妊
婦
等
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
外
出
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。

神
奈
川
県
の

「共
生
社
会
仕
組
み
づ
く
り
外
出
支

援
モ
デ
ル
事
業
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、
交
通
空
白

地
に
お
け
る
公
共
交
通
手
段
を
補
完
す
る
新
し
い
移

動
手
段
と
し
て
、
住
民
が
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が

ら

「外
出
支
援
」
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
翔
の
会
の
車
両
提
供
を
受
け
、
ワ

ゴ
ン
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

ワ
ゴ

ン
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
地
域

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
で
す
。
そ
こ
で
、
地
域
で
は
、
ワ
ゴ
ン
の
運

転
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
タ
ツ
フ
を
育
成
す
る
た

め
に
、
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
結

果
、
現
在
２１
名
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
が
登

録
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
に

「
で
き
る
時
に
、
で

き
る
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
人
を
増
や
し
て
、
皆
で

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

茅ケ崎市の湘南地区の中の公共交通空白エリア
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令
和
２
年
２
月
２５
日
か
ら
プ
レ
運
行
が
行
わ
れ
、

利
用
者
の
声
を
反
映
し
た
り
事
例
を
積
み
上
げ
た
り

運
行
ル
ー
ト
な
ど
の
運
営
方
法
の
効
果
検
証
を
実
施

し
な
が
ら
、
令
和
３
年
４
月
よ
り
正
式
運
行
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日
の
午
前
中
、
社
会
福
祉
法
人
翔
の
会

の
車
両
を
活
用
し
、
地
域
に
あ
る
交
通
空
白
地
か
ら

浜
見
平
団
地
の
商
業
施
設

ω
刀
＞
Ｚ
ｏ
〓
茅
ヶ
崎
ま
で

４
便
運
行
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
月
第
２

・
第

４
土
曜
日
に
は
、
地
区
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
巡
回
し

て
、
商
業
施
設

∪
”
＞
Ｚ
ｏ
〓
茅
ヶ
崎
ま
で
送
迎
す
る

マ
ン
シ
ョ
ン
便
を
２
便
運
行
し
て
い
ま
す
。

運
行
当
初
は
、
毎
月
３０

名
程
度
だ

っ
た
利
用
者
が
、

直
近

の
令
和
３
年
６
月
に

は
、
１
０
８
名
ま
で
増
加

し
、
翔

の
会
か
ら
提
供

い

た
だ

い
て
い
る
車
両
１
台

で
は
足
り
ず
、
地
域

の
有

志

の
自
家
用
車
を
併
走
す

る
こ
と

で
利
用
者

の
皆
様

の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
し
て

い
る
状
況
で
す
。

本
来

で
あ
れ
ば
、
定
期

ル
ー
ト
に
あ
る
停
留
所
を
巡

回
し
な
が
ら
目
的
地
ま
で
運

行
す
る
制
度
設
計
と
し
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
の
増
加
と

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
に
よ
る
乗
車
定
員
の

制
限
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

事
前
予
約
制
と
し
て
、
定
員

を
減
員
し
た
暫
定
運
用
を

行

っ
て
い
ま
す
。

◆
運
行
日

【中
島
定
期
運
行
便
】
毎
週
火
曜
日
午
前
４
便

（行

き
２
便

・
帰
り
２
便
）

【
マ
ン
シ
ョ
ン
便
】
毎
月
第
２

・
第
４
土
曜
日
午

前
２
便

（行
き
１
便

・
帰
り
１
便
）

◆
定
　
員

１
便
６
名

※
た
だ
し
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
最
大
４
名

◆
料
　
金

実
費
相
当
分

（ガ
ソ
リ
ン
代
）
１
０
０
円

（１
回

に
つ
き
）

※

一
部
区
間
は
５０
円

◆
利
用
方
法

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
事
前
予
約
制

①
定
期
便

¨
前
々
日

（日
曜
日
）
の
１６
時
ま
で
に

コ
ミ
セ
ン
湘
南

（※
）
へ
予
約

マ
ン
シ
ョ
ン
便

一
前
日

（金
曜
日
）
の
１６
時
ま

で
に
コ
ミ
セ
ン
湘
南

へ
予
約

※
コ
ミ
セ
ン
湘
南

Ｈ
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協

議
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
、
管
理
運
営
を
し

て
い
る
地
域
集
会
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
湘
南
の
略

②

（初
回
時
）
必
要
事
項
を
利
用
カ
ー
ド
に
記
入

し
、
利
用
登
録

③
乗
り
た
い
便
に
合
わ
せ
て
、
停
留
所
に
て
乗
車

◆
会
　
議

お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
実
行
委
員
会
を
定
期
開
催

（月

地域住民が主体となった市民自治の取り組み

おでかけワゴンの定期運行ルート
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に
１
回
、
令
和
３
年
度
は
２
か
月
に
１
回
）
し
、

運
行
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
運
行
状
況
、
利
用
者
の
声

を
共
有
。
地
元
自
治
会
長
や
関
係
者
が
出
席
し
、

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

◆
ス
タ
ッ
フ

運
行
ス
タ
ッ
フ
は
、
全
員
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
。
主
に

近
隣
住
民
や
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
委

員
な
ど
の
有
志
で
運
行

運
行
ス
タ
ッ
フ

（約
２０
名
）
※
２
０
２
１
年
７
月

現
在
・
運
転
員

（
ワ
ゴ
ン
の
運
転
）

・添
乗
員

（運
行
時
間
の
管
理
・乗
降
場
所
の
記
入
、

乗
降
の
サ
ポ
ー
ト
、
消
毒

・
検
温
）

・
運
行
管
理
者

（予
約
の
受
付

・
緊
急
時
の
連
絡

対
応
、
運
営
員
や
添
乗
員

へ
の
連
絡
調
整

・
シ

フ
ト
調
整
等
）

◆
運
行
主
体

湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

◆
協
　
力

①
社
会
福
祉
法
人
　
翔
の
会

（車
両
提
供
）

②
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

・
ω
刀
＞
Ｚ
ｏ
〓
矛
ヶ
崎

（停
留
所
、
資
金
協
力
、
エ
コ
バ

ツ
グ
等
記
念

品
提
供
）

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
ち
が
さ
き

（運
営
サ
ポ
ー
ト
）

④
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
ま
ち
づ
く
リ
ス
ポ

ツ

ト
茅
ヶ
崎

（運
営
サ
ポ
ー
ト
）

⑤
社
会
福
祉
法
人
　
茅
ヶ
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

（運
営
サ
ポ
ー
ト
）

⑥
神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
共
生
推
進
本

部
室

（事
業
支
援

・
補
助
金
）

⑦
茅
ヶ
崎
市
総
務
部
市
民
自
治
推
進
課

（運
営
サ

ポ
ー
ト
）

地
域
活
動
の
実
務
者
で
あ
る

運
行
管
理
者
の
声

渡
邊
　
又
雄

（わ
た
な
べ
　
ま
た
お
）

茅
ヶ
崎
市
中
島
在
住
　
７９
歳

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
会
計
役
員
と
し
て
、
収
支

予
算

・
決
算
を
担
当
。

ま
た
、
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
の
運
行
管
理
者
と
し
て
、

運
転
手
や
添
乗
員
の
シ
フ
ト
を
管
理
す
る
ほ
か
、
運

行
実
績
と
し
て
、
乗
車
人
数
、
車
両
の
管
理
、
事
業

会
計
な
ど
総
合
調
整
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

渡
邊
さ
ん
は
、
「新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
ワ
ゴ
ン
を
中
止
す
る
こ
と

は
簡
単
。
だ
け
れ
ど
も
、
生
活
に
必
要
な
お
買
い
物

や
通
院
の
た
め
に
外
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

い
る
ん
で
す
。
不
要
不
急
で
な
い
外
出
を
少
し
で
も

支
援
で
き
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
禍
の
運
行
に
細
心
の
注

意
と
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
運
行
ル
ー
ト
や
乗

員
を
分
散
さ
せ
、
事
前
の
予
約
制
に
運
用
を
変
更
し

な
が
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の

「あ
り

が
と
う
』
と
い
う
言
葉
を
励
み
に
頑
張
れ
て
い
ま
す
」

と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

利
用
者

の
声
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
お
で
か
け

ワ
ゴ
ン
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

様
々
な
連
絡
調
整
を
行
い
、
日
々
の
活
動
に
尽
力
し

て
、
よ
り
良
い
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

試
行
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
な
ど
様
々
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
運
行
し
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
利
用
を
い
た
だ
き
、

安
定
し
た
運
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
半
面
、
利

用
の
拡
大
に
伴
う
新
た
な
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
課
題
は
、
利
用
者
の
増
加
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
に
よ
る
乗
車
定

員
の
制
限
の
影
響
を
受
け
、
定
員
を
減
員
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
提
供
を
ぃ
た
だ
い
て
い
る
車
両
１

台
で
は
、
車
両
定
員
に
対
す
る
利
用
者
が
上
回

っ
て

し
ま
い
、
地
域
の
有
志
の
私
用
車
を
併
走
し
て
い
る

状
況
で
す
。

現
在
、
自
動
車
販
売
店
と
の
ご
縁
が
あ
り
、
「
お

運行管理者 渡邊又雄 氏
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で
か
け
ワ
ゴ

ン
」

の
車
両
増

の
た
め
、
レ
ン
タ
カ
ー

等

の
車
両
提
供
に
関
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

二
つ
目
の
課
題
は
、
令
和
４
年
度
以
降

の
自
走
化

で
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
神
奈
川
県

の

共
生
社
会
仕
組
み
づ
く
り
事
業

の
補
助
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
補
助
金
は
、
仕

組
み
づ
く
り
を
支
援
す
る
も
の
で
、
事
業
立
ち
上
げ

か
ら
３
年
間
の
財
政
支
援

で
あ
る
た
め
、
令
和
４
年

度
以
降

の
補
助
金

の
活
用
は
で
き
ず
、
自
主
財
源
を

中
心
と
し
た
自
走
化
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は
、
湘

南
地
区
内
の
企
業

・
事
業
者

へ
協
力
金
の
募
集
、
車

両
ス
テ
ツ
カ
ー
、
回
覧

・
チ
ラ
シ
ヘ
の
広
告
掲
載
の

企
画
、
さ
ら
に
は
、
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
は
利
用
し
な

い
け
れ
ど
も
、
事
業
を
応
援
し
た
い
方
を
取
り
込
む

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
検
討
し
て
お
り
、
賛
助
金
の
活

用
に
よ
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
用
可
能
な
民
間
企
業
の
基
金
制
度
や
財

団
な
ど
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

活
用
可
能
な
財
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
お
で
か
け
ワ
ゴ

ン
を
運
行
し
な
が
ら
、

様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な

っ
て
困
難
な
局
面
に

直
面
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域

が
主
体
と
な

っ
て
運
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課
題

に
即
時
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
と
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
地
域
の
団
結
力

・
行

動
力
を
活
か
し
て
、
湘
南
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
、
様
々
な
地
域
団

体
と
協
力

・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の

「お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
事
業
を
通
じ
て
、様
々

な
団
体
が
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　
一
つ
の
団
体
で
は
、
解
決
で
き
な
か

っ

た
手
法
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、　
一
つ
ず

つ
課

題
の
解
決
に
向
け
た
ス
テ
ツ
プ

ア
ツ
プ
が
可
能
と

な

っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
内
に
お
い
て
も
、
５
市
１０
地
区
が
神
奈

川
県
の

「外
出
支
援
」
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
仕
組

地域住民が主体となった市民自治の取り組み

社会福祉法人 翔の会から提供を受けている車両

み
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
湘
南
地
区

の
取
り
組
み
が
、
他
地
区
や
全
国
他
市
町
村
の
モ
デ

ル
と
な

っ
て
外
出
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
交
通
空

白
地
の
解
決
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回

の
一ま
ち
む
ら
」
に
ご
掲
載
い
た
だ
い
た
ご
縁
を
き

っ

か
け
に
、
全
国
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
や
意
見
交
換

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
湘
南
地
区

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
又
は
コ
ミ
セ
ン
湘
南
ま
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

湘南地区まちぢから協議会後藤会長をはじめとした運行スタッフ
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